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「趣味で集まる居場所づくり」  

  下村宜生 （『はじまりの街』世話人） 

居場所の名称・目的 
   『はじまりの街』 

    アニメやゲームなど『サブカルチャー』をツールとした 

『ひきこもり当事者の居場所』を定期的に開催することにより 

 外出の為の動機づけ、次のステップへ踏み出すきっかけづくりを行う。 

   ※ロールプレイングゲーム内で、最初の街の名称から。チュートリアルやスキルの習得をする場所。 

   ※４０代男性の「機動戦士ガンダム」の視聴経験は驚異の７８．４％（スマートアンサー調べ） 

居場所の特徴（対象者） 
 表向きには、三田市内の方 （概ね 18 歳以上の方） 

 実際には近隣の市町からの参加もあり。 

 当事者だけでなく趣味の居場所として来られた方も。 

居場所の立ち上げ方法（資金、予算、場所の工夫） 
 立ち上げ費用は、発起人の自己資金（無理のない範囲で） 

 会場費（1200 円／3 時間）は地縁団体の協力で 100％減免 

 参加費は 200 円集める（ガンプラは実費相当でお譲りする） 

 公共施設の創作室 扉に丸い窓があり中の様子がうかがえる。 

居場所の運営方法（財源、世話人） 
 財源：現在は自己資金と参加費で、 

 世話人：賛同者さがし、協力呼びかけは随時行う 

 広報：三田市内の支援者、関係機関から当事者及び家族へ声掛けを行う。 

    案内のチラシは 500 部程度印刷。（2 回分の予定を掲載） 

 初年度の目標 

 定期的に開催することにより広報活動や関係機関との連携を進め、当事者

及び家族への認知度向上を図る。 

 当面は、継続的な参加者の獲得を目指す。 

居場所で配慮している点（ルール、トラブル対応） 
 無理に話さなくてもよい場。アニメやゲームの話から徐々に。 

 居場所のルールは、ロールプレイングゲーム風に非日常感を演出。 

ネームカードは、呼ばれたい名前（仮名）や、興味のあることを記入。 

プライベートの詮索はしない。一般的な支援の場とは違う。 

お菓子・お茶のほか、コミックや資料集、ガンプラと簡単な制作ツール 

知恵の輪やパズル、オセロ・トランプなどボードゲーム類を用意する。 

 

これから居場所を立ち上げる人へのメッセージ 
 無理せず徐々に。細く長く続けるつもりで。まずは仲間集めから。  
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家族の居場所と本人の居場所 
 

NPO法人神戸オレンジの会 
 理事長 藤本圭光 

 
「家族の居場所と本人の居場所は、車の両輪」 
これは、当会初代理事長の言葉です。ひきこもっているご本人は、当然辛いのですが、ご家
族も辛いのです。ご本人だけでなく、ご家族も居場所が必要です。 
 
親御さんが気持ちを分かち合える場所を 
神戸オレンジの会は、ひきこもりの子どもを持つ親の会が母体となっています。親御さんは、た
とえ肉親であっても、ひきこもりの子どもを持つ辛さが伝わらない体験をされることが多いと思
います。 
 
私たちは「同じひきこもりの子どもを持つ親同士なら気持ちを分かち合える」という思いで、毎
月 1回親の会を開催しています。 
 
ご本人のための居場所を 
神戸オレンジの会の居場所は「治療や指導・訓練を通じて、就学・就労を目指す」という場
ではないです。 
 
実施している私たちとしては、「家以外に出ていける場所になれたらいいな」「友達と呼べるよ
うな人ができればいいな」という思いで居場所をしています。そのため「いつ来ても、いつ帰って
もいい」「プログラムに参加しても、しなくてもいい」と、できるだけ参加の敷居を低くしていま
す。 
 
プログラム例 
・料理デイ ・陶芸の日 ・なんちゃってヨガ ・女性のためのお茶会 
・グループトークの日 ・生き方探るジグザグ交流会 
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居場所の利用は 20歳以上の方を対象 
神戸オレンジの会では「概ね 20歳以上の人のための居場所」としました。現在は 20代から
50代前半までの人が来られます。男女比としては、8︓2程度です。居場所は 12時から
18時まで開けているのですが、時間が遅くなればなるほど人は多くなります。 
 
親御さんとご本人が交流する時間も 
普段はご本人のための居場所をメインとしているのですが最近、2 か月に 1度、ご本人向け
居場所を開けている時間に「親御さんの茶話会」も開催しています。 
 
この茶話会では、実際の親子同士ではないからこそ、ご本人と親御さんでお互いの気持ちを
話し合える場になることがあります。実際の親子同士では、本音の気持ちを出しにくくても、
他人同士なら（でも、ひきこもり経験者とひきこもりの子どもを持つ親同士なら）気持ちを
出しあえる場になることもあります。 
 
居場所の運営面のお話 
居場所を運営していくためには、人・財源・場所が必要ですね。 
 
人については、家族会なので家族の方が居場所の世話人をしてくださったり、心理カウンセラ
ーや精神保健福祉士の資格をもつ者が世話人をしたりしています。有資格者であっても神
戸オレンジの会は治療や訓練を行う文化ではないので、そこを分かってくださる方に世話人に
なっていただくことが大事なところだと考えています。 
 
財源については、神戸市から「地域活動支援センター（多機能型）」の認定を受けて補
助金をいただいています。とても助かっています。この補助金と、家族会費を合わせて居場所
運営の費用に充てています。 
 
場所については、幸運なことに大家さんが理解のある方で、ご厚意で低廉な家賃で貸して
いただいています。 
 
居場所でのトラブルについて 
トラブルの内容にもよりますが、居場所に来ている人同士の小さな衝突を未然に防ごうと世
話人が躍起になることはないです。生きていく中でトラブルは避けられません。大事なことはト
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ラブルが起こった時・起こした時に、居場所に来ているひとりひとりが自分なりの対処法を見つ
けていくことだと思います。私たちはそれを手伝いたいと思っています。 
 
居場所をしようと思ってくださる方へ 
人は人と交流することによって、深く励まされ、生きていく力を得るものです。私たち世話人も、
居場所に来ている皆さんから深く励まされています。お互いを励まし合える居場所を増やして
いきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本稿へのお問い合わせは、下記へお願い致します。  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
NPO法人神戸オレンジの会             
理事長    藤本 圭光 （ふじもと よしひこ） 

社会福祉士 精神保健福祉士 
〒652-0805 神戸市兵庫区羽坂通４－２－２２ 

TEL/FAX ０７８－５１５－８０６０ 
  （火曜～土曜 11︓00～18︓00） 
E メール kobe.orange@gmail.com 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生を目指すひきこもりの居場所づくりの調査研究事業」 
 

未来の居場所づくりシンポジウム in 兵庫 

資料集 
 

令和２年２月発行 
 

＜問い合わせ先＞ 

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 
本部事務局 

〒170-0002 東京都豊島区巣鴨３－１６－１２－３０１ 
電話：03-5944-5250FAX：03-5944-5290 

info@khj-h.com 
ホームページ：http://www.khj-h.com 
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